
日
本
に
は
古
く
か
ら
、
高
い
山
に
登
っ
た
り
山

の
中
で
座
禅
や
瞑
想
を
し
た
り
、
ま
た
海
沿
い
を

巡
る
修
行
が
あ
り
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
は
十
八
才
の
時
、
時
の
都
・
京
都

府
長
岡
京
市
の
大
学
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
大
学
は
、
お
大
師
さ
ま
が
求
め
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
生

ま
れ
育
っ
た
四
国
の
山

や
海
、
近
畿
一
円
の
山

岳
聖
地
を
巡
る
修
行
を

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、
お
大
師

さ
ま
が
二
十
四
才
の
時

に
著
さ
れ
た
、
当
時
の

仏
教
、
儒
教
、
道
教
を

比
較
し
て
如
何
に
仏
教
が
優
れ
て
い
る
か
を
説
き

さ
ん
ご
う
し
い
き

明
か
し
た
「
三
教
指
帰
」
と
い
う
書
物
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

だ
い
し
ょ
う

じ
や
ぅ
ご
ん

ひ
え
ん

さ
ん
す
い

大
聖
の
誠
言
を
信
じ
て

飛

を
鑽
燧
に
望
む
。

あ
こ
く
た
い
り
ょ
う
の
た
け

の
ぼ

よ

阿
國
大
瀧
嶽
に
躋
り
攀
ぢ
、

と
し
ゅ
う
む
ろ
と
の
さ
き

ご
ん
ね
ん

土
州
室
戸
崎
に
勤
念
す

た
に
ひ
び
き

お

み
ょ
う
じ
ょ
う
ら
い
え
い

谷
響
を
惜
し
ま
ず
、
明
星
来
影
す
。

た
い
り
ゅ
う

じ

徳
島
県
の
第
二
十
一
番
・
太
瀧
寺
で
修
行
さ

ほ
つ
み
さ
き
じ

れ
、高
知
県
は
、第
二
十
四
番
・
最
御
崎
寺
の
下
、

み

く

ろ

ど

室
戸
岬
の
突
端
に
あ
る
御
厨
人
窟
と
い
う
洞
窟
で

修
行
さ
れ
ま
し
た
。

お
大
師
さ
ま
は
、
こ
の
洞
窟
で
全
て
の
お
経
を

こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ

覚
え
る
力
が
得
ら
れ
る
と
い
う
虚
空
蔵
菩
薩
の
ご

真
言
「
ノ
ウ
ボ
ウ

ア
キ
ャ
シ
ャ

キ
ャ
ラ
バ
ャ

オ
ン

ア
リ
キ
ヤ

マ
リ

ボ
リ

ソ
ワ
カ
」
を

百
万
遍
唱
え
る
修
行
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
洞
窟
の
前
に
は
道
路
が
通
っ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
多
分
、
洞

窟
の
入
口
ま
で
太
平
洋

の
荒
波
が
打
ち
寄
せ
て

い
た
事
と
想
い
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
の
唱
え

る
ご
真
言
と
、
打
ち
寄

せ
る
波
音
が
洞
内
に
響

あ

み
ょ
う
じ
ょ
う

い
た
暁
、明
け
の
明
星
、

金
星
が
光
を
放
ち
な
が

ら
大
音
響
と
共
に
、
お

大
師
さ
ま
の
体
に
飛
び

込
ん
で
来
ま
し
た
。
こ
の
時
、
お
大
師
さ
ま
の
お

名
前
「
空
海
」
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
、
四
国
遍
路
は
、
お
大

師
さ
ま
の
太
龍
寺
の
ご
修
行
と
御
厨
人
窟
の
神
秘

的
体
験
が
原
点
で
あ
り
ま
す
。

合

掌
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ほ
っ
し
ん

阿
波
の
国
、徳
島
県
を
発
心
の
道
場
、土
佐
の
国
、

し
ゅ
ぎ
ょ
う

高
知
県
を
修
行
の
道
場
と
言
う
。

阿
波
の
国
で
は
心�

を�

起�

す�

、
こ
の
様
な
事
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
と
目
的
を
立
て
、
土
佐
で
は
身
を
持
っ

て
修
行
し
ま
す
。

今
回
は
そ
の
修
行
の
道
場
、
土
佐
霊
場
の
巡
拝
で

有
り
ま
す
。

十

一

月

十

五

日

�

朝
五
時
、
一
行
十
六
名
、
一
路
、
室
戸
岬
を
目
指
し
し
く
い

し
て
出
発
す
る
。
徳
島
県
の
最
南
端
、
海
陽
町
宍
喰

か
ん
の
う
ら

よ
り
高
知
県
東
洋
町
甲
ノ
浦
と
歩
く
。
十
一
月
中
旬

と
は
思
え
ぬ
陽
気
、

い
く

み

東
洋
町
生
見
で
は

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
、

東
洋
町
役
場
前
で
海

陽
町
の
野
村
カ
オ
リ

さ
ん
、
長
井
千
登
志

さ
ん
ご
家
族
よ
り
海

老
の
味
噌
汁
と
お
弁

当
の
お
接
待
を
し
て

ふ
し
ご
え

戴
く
。
伏
越
の
鼻
を

越
え
遠
く
室

戸
岬
を
望

む
。
荒
波
で

石
が
餅
の
様

に
丸
く
な
る

ゴ
ロ
ゴ
ロ
石

の
浜
を
過

ぎ
、
淀
ヶ
磯

ほ
う
か
い
し
ょ
う
に
ん

の
法
界
上
人

み
ず
じ
り

堂
か
ら
室
戸
市
の
分
岐
、
水
尻
ま
で
歩
く
。

十

一

月

十

六

日

�

さ

き
は
ま
ち
ょ
う

ぶ
っ
か
い
あ
ん

室
戸
市
佐
喜
浜
町
入
木
の
仏
海
庵
を
通
り
国
道
を

一
路
、
室
戸
岬
に
向
か
っ
て
歩
く
。
白
い
巨
大
な
青

年
大
師
像
を
過
ぎ
る
と
、
お
大
師
さ
ま
ご
修
行
の
霊

み

く

ろ

ど

跡
、
御
厨
人
窟
、
十
一
月
初
め
の
大
雨
で
洞
の
入
口

が
崩
落
し
、
立
ち
入
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
つ
み
さ
き
じ

第
二
十
四
番
・
最
御
崎
寺
に
は
急
坂
の
遍
路
道
を

三
十
分
登
る
。
今
回
、
最
初
の
札
所
、
ご
宝
前
に
座

し
お
勤
め
、
境
内
の
椎
の
木
の
下
に
は
愛
ら
し
い

ヤ
ッ
コ
草
に

和
む
。
室
戸

市
内
、
海
上

安
全
の
霊
験

あ
ら
た

か
じ
と
り

灼
か
な
楫
取

地
蔵
尊
の
第

二
十
五
番
・

し
ん
し
ょ
う

じ

津
照
寺
ま
で

頑
張
っ
て
歩

く
。

十

一

月

十

七

日

�

こ
ん
ご
う
ち
ょ
う

じ

午
前
六
時
、
第
二
十
六
番
・
金
剛
頂
寺
を
参
拝
す

る
。
天
候
は
下
り
坂
、
雨
と
な
る
、
金
剛
頂
寺
の
奥

ノ
院
・
不
動
岩
に
下
り
参
拝
、
不
動
岩
に
も
お
大
師

さ
ま
が
修
行
さ
れ
た
と
言
う
洞
が
あ
る
。

は

ね
み
さ
き

か

ろ
う
ご
う

羽
根
岬
は
西
山
越
え
を
し
て
加
領
郷
漁
港
に
下

る
。
漁
港
の
近
く
に
は
、
お
大
師
さ
ま
が
第
二
十
七

こ
う
の
み
ね

じ

番
・
神
峯
寺
を
建
設
す
る
時
に
基
地
と
さ
れ
、
石
の

窪
み
で
身
体
を
洗
わ
れ
た
と
い
う
、
お
た
ら
い
大
師

堂
を
参
拝
す
る
。

十

一

月

十

八

日

�

土
佐
の
難
所
、
第

二
十
七
番
・
神
峯
寺

の
登
り
は
へ
ん
ろ
こ

ろ
が
し
と
呼
ば
れ

る
。
神
峯
寺
に
は
有

名
な
霊
験
談
が
あ

る
。
昭
和
三
十
七

年
、
愛
知
県
一
宮
市

起
の
水
谷
繁
治
さ

ん
、
シ
ズ
さ
ん
が
神

峯
寺
で
お
蔭
を
受
け

ら
れ
病
気
が
治
り
ま
し
た
。
山
道
に
は
記
念
の
碑
が

あ

き

し

建
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
一
日
中
の
雨
、
安
芸
市

に
入
る
。

十

一

月

十

九

日

�

こ
う

上
天
気
、
自
転
車
専
用
道
路
を
快
適
に
歩
く
、
香

な
ん
し

だ
い
に
ち
じ

南
市
に
入
り
、
第
二
十
八
番
・
大
日
寺
を
参
拝
、
奥

つ
め
ぼ
り
や
く

し

あ
ら
た

ノ
院
、
爪
彫
薬
師
は
首
か
ら
上
の
病
気
に
霊
験
灼

か
、
一
昨
年
、
改
築
中
で
あ
っ
た
お
堂
が
立
派
に
出

来
て
い
た
。

も
の
べ
が
わ

物
部
川
に
と
い
た

架
か
る
戸
板

じ
ま

ば
し

島
橋
を
渡

か

み

し

り
、
香
美
市

か
ら
南
国
市

に
入
り
、
第

二
十
九
番
・

こ
く
ぶ
ん
じ

ひ
わ
だ

国
分
寺
、
桧

ぶ葺
き
の
本
堂

の
屋
根
が
美

し
い
。十

一

月

二

十

日

�

ぜ
ん
ら
く
じ

高
知
市
に
入
り
、
第
三
十
番
・
善
楽
寺
。
第
三
十

ち
く
り
ん
じ

一
番
・
竹
林
寺
は
テ
レ
ビ
塔
の
そ
び
え
る
五
台
山
を

目
指
し
て
歩
く
。
竹
林
寺
は
高
知
の
観
光
地
、
展
望

台
よ
り
高
知
市
が
一
望
で
き
る
。
竹
林
寺
の
ご
本
尊

も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ

は
智
恵
の
文
殊
菩
薩
、
学
問
、
入
試
に
ご
利
益
が
あ

る
と
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

ぜ
ん
じ

ぶ

じ

い
し

第
三
十
二
番
・
禅
師
峰
寺
は
下
田
川
に
下
り
、
石

ど土
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と

と
お
い
ち

十
市
、
禅
師

峰
寺
、
通
称

み
ね
じ

峰
寺
は
小
高

い
山
の
上
に

あ
る
。
境
内

に
は
奇
岩
、

ま
た
土
佐
港

と
桂
浜
を
望

む
こ
と
が
出
来
る
。せっ
け

じ

た
ね
ざ
き

第
三
十
三
番
・
雪
蹊
寺
に
は
種
崎
よ
り
県
営
フ
ェ

ち
ょ
う

そ

リ
ー
、
雪
蹊
寺
は
戦
国
時
代
、
四
国
の
覇
者
・
長
宗

か

べ

我
部
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

十

一

月

二

十

一

日

	

安
産
、
子

宝
の
第
三
十
た
ね
ま

四
番
・
種
間

じ寺
を
参
拝
し

に
よ
ど
が
わ
ば
し

仁
淀
川
橋
を

渡
り
第
三
十
き
よ
た
き

五
番
・
清
滝

じ寺
を
目
指

す
。
土
佐
市

高
岡
ま
で
打
つ
か
じ
と
う
げ

ち
戻
り
塚
地
峠
の
へう

ん
ろ
道
を
登
る
。
宇

さ佐
の
海
が
一
望
で
き

る
。宇

佐
大
橋
を
渡い

り
、
旧
遍
路
道
、
井

じ
り尻
峠
道
を
歩
き
第
三

し
ょ
う
り
ゅ
う

じ

十
六
番
・
青
龍
寺
、

ご
本
尊
は
土
佐
の
海

の
信
仰
を
集
め
る
不

動
明
王
で
あ
る
。
幾

分
、
薄
暗
く
な
っ
た

人
生
即
遍
路

�
�
�
�
��

�
�
�
	


�
�
�
�
�

�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

第
十
三
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日
よ
り

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

お接待して戴いた長井様と共に

ヤッコ草

法界上人霊跡

水谷繁治さん、シズさん霊験碑大日寺・奥ノ院、爪彫薬師堂

第３２番・禅師峰寺井尻峠より室戸岬を望む 第３５番・清滝寺
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境
内
、
本
堂
ご
宝
前
に
立
つ
素
朴
な
顔
を
さ
れ
た
、

石
の
不
動
明
王
像
の
前
で
最
後
の
お
勤
め
を
し
今
回

の
巡
拝
を
終
わ
る
。

合

掌

同
行
者

二
十
名

（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

修
行
日
数

七
日
間

歩
行
距
離

一
九
七
・
三
㎞

「
真
の
歩
く
遍
路
行
」

兵
庫
県
加
古
川
市

�

松

宥

弘

私
は
満
足
行
に
、
平
成
九
年
の
第
四
回
か
ら
参
加

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

以
前
、
住
職
か
ら
聞
い
た
私
の
第
一
印
象
は
、
そ

ん
な
体
型
や
生
活
習
慣
で
は
、
参
加
者
の
中
で
年
配

の
人
よ
り
も
、
長
生
き
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
三
十
四
〜
五
歳
の
私
が
で
す
。

私
自
身
も
参
加
四
〜
五
年
後
に
は
、
歩
き
遍
路
を

辞
め
た
ら
長
生
き
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
、
ふ
と
思
う

瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
二
十
年
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
遍
路
の
先
達

を
経
験
し
て
き
た
私
で
す
が
、
原
点
は
満
足
行
で

す
。今

で
も
黙
々
と
歩
く
�
大
師
住
職
の
お
姿
は
「
わ

し
も
遍
路
行
を
す
る
ひ
と
り
や
！
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
。
そ
こ
に
は
住
職
も
先
達
も
同
行
者
も
関
係
な
く

た
だ
、
ひ
た
す
ら
お
大
師
さ
ま
に
、
す
が
り
た
い
一

心
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
に
こ
そ
、
真
の
遍
路
修
行
を
見
る
想
い
で

す
。
私
は
「
衛
門
三
郎
行
（
遍
路
行
）
は
、
大
師
行

で
あ
る
」
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
満
足
行
で
、
一
番
の
古
株
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
、
今
も
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
に
感
謝
、
そ
し
て
満
足
行
に
感
謝
で

す
。「

私
の
満
足
行
」兵

庫
県
神
戸
市

三

譯

裕

子

私
の
歩
き
遍
路
の
始
ま
り
は
「
満
足
行
」（
平
成

九
年
十
一
月
、
第
四
回
パ
ー
ト
Ⅱ
）
か
ら
で
す
。

当
時
は
三
十
人
程
の
参
加
者
で
し
た
。
何
も
か
も

初
め
て
の
私
は
全
て
が
勉
強
で
す
。先
達
さ
ん
を
先
頭

に
一
列
に
な
っ
て
歩
き
、お
寺
に
着
く
と
お
勤
め
を
し

ま
す
。
囲
り
の
皆
さ
ん
の
す
る
作
法
を
見
よ
う
見
ま

ね
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。
初
め
て
の
歩
き
遍
路
は
、

仕
事
の
都
合
で
三
日
間
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
私
は

す
っ
か
り「
満
足
行
」に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
が
集
ま
る
の
で
す
か
ら
、
人
間
関
係
も
色
々
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
さ
え
も
「
面
白
い
�
」
と
思
い

ま
し
た
。
六
月
は
雨
と
暑
さ
の
中
、
二
月
は
寒
さ
の

中
、
夜
明
け
前
に
は
満
天
の
星
を
見
上
げ
、
太
陽
の

光
を
浴
び
、
時
に
は
台
風
に
遭
遇
し
、
海
岸
線
を
歩

く
時
は
波
の
白
さ
を
目
に
焼
き
つ
け
、
山
の
遍
路
道

に
喘
ぎ
な
が
ら
、
皆
で
一
歩
ず
つ
進
む
の
で
す
。

「
お
遍
路
」
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
も
修
行
さ
な
が
ら
の
時
が
多
く
あ

り
ま
す
。
長
い
道
の
り
で
す
が
、
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
、
少
し
ず
つ
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日 時 平成２８年２月１２日（金）～
平成２８年２月２１日（日）１０日間

集 合 平成２８年２月１１日（木） 午後５時
国民宿舎・土佐

巡 路 第３７番・岩本寺～第４２番・仏木寺まで
（別）５番・大善寺～（別）６番・龍光院まで

（歩行距離 ２５４㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

�������	�
��
�������
����������
������������� �!"�#$%�&�'(��)*+

※参加申し込み〆切日 平成２８年１月２０日

参 加 料

１０，０００円

百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

,
-
.
�
/
0
1�

�
2
(
3
4

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）〜

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
一
日（
日
）十

日
間

第
十
三
回
、
満
足
行
パ
ー
ト
３
は
、
第
三
十
七
番
・

岩
本
寺
よ
り
第
四
十
二
番
・
仏
木
寺
ま
で
（
別
格

五
番
・
大
善
寺
、
別
格
六
番
・
龍
光
院
含
む
）
を

歩
い
て
巡
拝
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
ご
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

#
5
%
6�

7
"
7
%�

!
8
9
'
:

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
二
月
十
日

ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
参
巡
拝

後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

";<=>

?????????????????????????????@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@�����������������������������
�A�=>
BCDE

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真をブ
ログで更新しています。ご覧下さ
い。

FEGH�IJKLFMNH�OPK�Q

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は
各自、個人負担

第１３回

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７７号（平成２８年１月１日）�



一
願

三
千
円

長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
特
別
大

添
え
護
摩
木
で
す
。

柴
燈
護
摩
壇
を
囲
い
、
ご
祈

念
し
て
火
を
燈
し
ま
す
。

本
厄
の
方
、
ご
病
気
の
方
、
今
年
の
星
回
り
が
黒
星
の
方
、
良

い
一
年
に
な
る
よ
う
節
分
・
運
勢
の
変
わ
り
目
に
ご
祈
願
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。

��
��
��
��� �

��
��
��
		



��
��



��壱

萬
円

壇壇
木木
にに
願願
いい
をを
書書
いい
てて
ごご
祈祈

念念
致致
しし
まま
すす
。。

◎◎
数数
にに
限限
りり
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
集集

まま
りり
次次
第第
終終
了了
ささ
せせ
てて
頂頂
きき

まま
すす
。。

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
		
��
����

�
��

�
��

�
�
 
�
!
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#
$
%

お
大
師
さ
ま
ご
修
行
の
霊
地
、
四
国
で
永
代
に
ご
供
養
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
法
名
を
毎
月
の
ご
命
日
に
永
代
に

ご
供
養
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
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�

�
��

�
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（平成２８年１月１日）第７７号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

香
港黎

昌

倫

王

瑞

璟

許

貝

茵

平
成
二
十
七
年
七
月

一
日
よ
り
平
成
二
十

七
年
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
お
花
代
、
お

供
え
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
方
で
す
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

千
葉
県村

上

誠

司

愛
知
県�

谷

佳

宏

�

谷

永

呼

高
知
県

梶

原

忠

幸

北
海
道

松
本
美
知
子

愛
知
県

長
谷
川
誠
次

香
川
県

浮
田
ト
シ
子

高
知
県

土
居

正
明

佐
賀
県

桑
原
ス
ミ
代

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

御

奉

納

稲

荷

幕

愛愛
媛媛
県県

橋橋

本本

渉渉

愛愛
媛媛
県県

橋橋

本本

美美

子子

千
体
地
蔵
尊
奉
安

ご
祈
願
の
お
勧
め

ごご
先先
祖祖
・・
法法
名名
、、
ああ
なな
たた
のの
おお
願願
いい
事事
をを

地地
蔵蔵
尊尊
石石
仏仏
にに
刻刻
印印
。。

��
大大
師師
本本
坊坊
境境
内内
、、
水水
琴琴
水水
掛掛
地地
蔵蔵
尊尊
のの

並並
びび
にに
永永
代代
にに
奉奉
安安
祈祈
願願
。。

千千
体体
地地
蔵蔵
尊尊

奉奉
安安
ごご
祈祈
願願
料料

拾
万
円

文
字
の
刻
印
料
、
一
文
字

五
百
円

奉安ご祈願
千体地蔵尊

※奉安・ご祈願
の方はお申し出
下さい。
申込書をお送りします。

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名

不不
動動
明明
王王
・・
観観
音音
菩菩
薩薩

ごご
浄浄
財財
ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７７号（平成２８年１月１日）�



北
海
道

松
本

隆
浩

群
馬
県

月
澤

遥

東
京
都

高
橋

京
子

愛
知
県

�
谷

水
苑

３
体

滋
賀
県

佐
藤

英
明

滋
賀
県

馬
渕

結
衣

兵
庫
県

内
海
し
な
ゑ

岡
山
県

安
田

典
子

玉
木
ク
ニ
ヱ

徳
島
県

横
川

渡

佐
賀
県

公
文
タ
ケ
ノ

佐
賀
県

公
文

昭
子

香
港

黎

綺
華

陳

詠
嫻

袁

尚
華

梁

慧
敏

柯

詠
霖

劉

艶
芳

李

到
中

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
七
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。（
敬
称
略
）

第
六
十
二
番

宝
寿
寺

東
京
都

塩
澤

眞
睦

愛
知
県

�
谷

佳
宏

愛
知
県

�
谷

永
呼

�
谷

海
斗

�
谷

昊
斗

大
阪
府

山
口

達
哉

佐
賀
県

桑
原

高
士

桑
原
ス
ミ
代

桑
原

真
一

桑
原

康
一

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
七
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
願
一
体

弐
万
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華
台

を
設
置
。
蓮
の
華
に
い
だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の
お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

尊
い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉
納
の
お

申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各

霊
場
側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

合

掌

蓮華台奉納のお申し出をしていた
だける方は、お願い事、施主名をお
知らせ下さい。
※申し込み用紙をお送り致します。

徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代にご供
養致します。

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺
で
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
	


�
�

特特
選選

��
大大
師師
銘銘
香香

進
物

三
、五
〇
〇
円

徳
用

一
、七
〇
〇
円

小
箱

八
五
〇
円

本 格

白 壇
徳用（２，７００円）
小箱（１，２５０円）

智慧の香り（金粉入）

般 若
徳用（２，５００円）
小箱（１，２５０円）

の
し
、
宛
名
お
書
き
し
ま
す

※
満
中
陰
の
お
返
し
、
法
事
の
粗
供
養

等
で
多
数
ご
利
用
の
方
は
お
申
し
出
下

さ
い
。

（平成２８年１月１日）第７７号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）



千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

北
海
道

荒
井
登
女
子

岩
手
県

糸
坪
フ
ミ
子

千
葉
県

林

和
子

東
京
都

大
松

慈
永

八
木
岡
一
枝

飯
島

睦
子

長
野
県

臼
田

悦
子

愛
知
県

伊
藤

富
子

大
阪
府

十
時

一

田
島

万
作

吉
田

和
子

兵
庫
県

松
浦

幸
子

市
村

明
子

兵
庫
県

内
海
し
な
ゑ

岡
山
県

天
野

恒
道

岡
山
県

飛
田

順
子

徳
島
県

河
野

守
義

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
七
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�
�
�
�

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

����� ��	
��
�
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２７年１１月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の

方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し

出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出

下
さ
い
、
お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
、
願

い
を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
願
い
事
を
般
若
心
経
・
多
宝
塔
の
観
音
様
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空

界
へ
と
届
け
て
戴
き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
、
一
折
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴
を
完

成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

多宝塔内、奉安

�
�
�

��

�
�
�
�

平
成
２５
年
１１
月
３
日
よ
り
平
成
２７
年
１１
月
３０
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子

宝
、
出
産
、
試
験
等
の
諸
願
成
就
の

為
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
鎮
魂

の
為
、様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、

お
祈
り
下
さ
い
。

	


�
��

�


�
�
�
�
�

一
月
十
五
日（
金
）

午
前
六
時

�
大
師
境
内

法
要
に
ご
参
加
、
ご

宿
泊
の
方
、
一
年
間
の

無
病
息
災
を
ご
祈
念
し

た
焼
餅
、
小
豆
粥
を
振

舞
い
ま
す
。

宿
泊
ご
希
望
の
方
、
お

申
し
出
下
さ
い
。

一
月
十
四
日
ま
で
に
お
送
り
下
さ
い
。

お
守
り
、
お
札
以
外
は
お
断
り
し
ま
す
。

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７７号（平成２８年１月１日）�



�
大
師
で
は
、
高
等
学
校
、大
学
校
の
入
学
試
験
を

は
じ
め
各
種
の
資
格
試
験
の
合
格
成
就
を
特
別
に
護
摩

祈
願
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
祈
願
、
ご
希
望
の
方
は
、お
名
前
、年
令（
か
ぞ
え

年
）、志
望
校
名
、
受
験
日
、
受
験
番
号
等
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

護
摩
祈
願
を
申
し
上

げ
、
受
験
前
に
ご
祈
願

札
、
特
製
合
格
御
守
、

合
格
念
珠
を
お
授
け
致

し
ま
す
。

結
願
大
法
要
、
平
成
二
十
八
年
二
月
三
日（
水
）

��
��
��
��
��
��

��
��
		



��

��������������

午前９時
お申し出の星祭り祈願は１月５
日、寒の入りの開白より２月３日の
結願までご祈念致します。

		

����

��

午前１０時
大般若経６００巻転読の風（般若の

風）は遍く広く功徳があると言われ
ています。

����		��������

午後１時
炎の中に不動明王がおられる護摩
は全ての不浄や災難を焼き尽くして
下さります。

����������

午後２時
知らず知らずに犯している罪を焼
き祓い、心身共に清め得難き、ご利
益を授かります。

※※
星星
祭祭
りり
ごご
祈祈
願願
、、
おお
申申
しし
出出
のの
方方
はは
おお
急急
ぎぎ
下下
ささ
いい
。。

二
月
二
日
「
節
分
・
星
祭
り
」
前
夜
祭

「
飛
天
曼
荼
羅
、ご
開
帳
結
縁
法
要
」

法
要
、
夜
七
時
よ
り

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注

ぎ
三
年
の
月
日
を
か
け
完
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
縁
法
要
を
執

り
行
い
ま
す
。

法
要
後
に
は
塔
内
に
入
っ
て
戴
け
ま
す
、
ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
飛

天
曼
荼
羅
空
間
を
体
感
さ
れ
、
飛
天
さ
ま
と
結
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

二
月
三
日
「
節
分
・
星
祭
り
」

ご
参
加
ご
宿
泊
希
望
の
方
へ

�
大
師
で
は
毎
年
二
月
三
日
「
節
分
」
に
そ
の
年
が
悪
事
・
災
難
を

の
が
れ
、
無
事
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
星
祭
り
大
法
要
を
厳
修
致
し
ま

す
。運

勢
の
変
わ
り
目
、
節
分
の
法
要
に
「
ご
参
加
ご
修
行
」
し
て
悪
事

退
除
の
一
年
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

※
宿
泊
予
約
は
一
月
二
十
日
ま
で
に
お
電
話
下
さ
い
。

�
大
師
試
験
合
格

成
就
特
別
護
摩
祈
願

ご
祈
願
規
定

参
万
円
（
二
十
一
日
ご
祈
願
）

壱
万
円
（
七
日
ご
祈
願
）

五
千
円
（
三
日
ご
祈
願
）

参
千
円
（
一
日
ご
祈
願
）

合
格
祈
願
札

合
格
念
珠

合
格
御
守

（平成２８年１月１日）第７７号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


